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移
動
放
牧
で
農
地
保
全

牛
の
草
刈
り
！
　
？
　
今
、
　
「
牛
の
舌
」
が
農
地

保
全
の
一
翼
を
担
っ
て
い
ま
す
。

最
近
中
山
間
地
を
中
心
に
、
耕
種
農
家
の
高
齢
化
、

後
継
者
の
不
足
等
を
背
景
に
耕
作
放
棄
地
が
増
加
し

て
お
り
、
病
害
虫
の
発
生
源
と
な
っ
た
り
、
景
観
的

に
も
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
和
牛
繁
殖
経
営
に
お
い
て
も
、
耕
種
農
家

と
同
様
な
理
由
で
戸
数
、
頭
数
と
も
に
減
少
傾
向
が

み
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
香
川
県
で
は
耕
作
放
棄

等
の
雑
草
制
御
に
よ
る
病
害
虫
の
発
生
防
除
、
景
観

対
策
及
び
繁
殖
経
営
に
お
け
る
省
力
管
理
、
粗
飼
料

対
策
と
し
て
、
平
成
十
六
年
度
か
ら
、
普
及
・
研
究
・

行
政
機
関
等
が
協
力
し
て
、
香
川
型
移
動
放
棄
実
証

展
示
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
雑
草
で
荒
廃
す
る
耕
作
放
棄
地
に

電
気
牧
柵
等
を
設
置
し
て
、
黒
毛
和
種
繁
殖
牛
を
放

牧
す
る
も
の
で
す
。

「
移
動
放
牧
」
と
は
、

「
①
放
牧
牛
が
食
べ
ら
れ
る
草
が
あ
る
土
地
に
、

②
電
気
牧
柵
を
設
置
し
、

③
飲
水
を
確
保
し
て
、
放
牧
・
電
気
牧
柵
経
験
が
あ

る
肉
用
繁
殖
雌
牛
を
放
牧
す
る
技
術
」
　
（
山
口
型
移

動
放
牧
マ
ニ
ュ
ア
ル
よ
り
）
　
と
あ
り
ま
す
。

①
放
牧
牛
が
食
べ
ら
れ
る
草

現
在
、
一
部
地
域
を
除
き
ほ

と
ん
ど
の
牛
は
畜
舎
の
中
で
飼

わ
れ
て
お
り
、
効
率
の
よ
い
牧

草
を
給
与
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

放
牧
す
る
と
シ
キ
ミ
や
キ
ョ
ウ

チ
ク
ト
ウ
な
ど
の
有
害
植
物
以

外
の
ほ
と
ん
ど
の
雑
草
は
食
べ

ま
す
。

②
電
気
牧
柵
と
③
飲
水
施
設

写
真
1
に
示
す
よ
う
に
、
今

で
は
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
装

備
し
た
も
の
が
あ
り
、
電
源
の

な
い
屋
外
で
も
利
用
で
き
ま

す
。
当
場
で
は
写
真
の
よ
う
な

飲
水
設
備
を
使
っ
て
い
ま
す
。

「
実
証
展
示
」
途
中
経
過

①
牛
を
放
牧
と
電
気
牧
柵
に
馴
ら

す
の
に
は
多
少
時
間
を
か
け
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
学
習
す
る

と
細
い
電
線
が
頑
丈
な
柵
の
代

わ
り
に
な
り
ま
す
。

②
草
丈
が
二
m
以
上
の
セ
イ
タ
カ

ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
中
で
も
、
た

く
ま
し
く
食
草
し
、
約
二
〇
a

の
面
積
が
一
ヵ
月
程
度
で
き
れ

い
に
な
り
ま
し
た
。
（
写
真

2
・
3
）
　
人
海
戦
術
で
草
刈
り

部
隊
を
編
成
す
る
と
大
変
な
こ

と
に
な
り
ま
す
。

③
そ
の
他
、
牛
舎
で
飼
っ
て
い
る

時
と
比
較
し
て
毛
艶
が
よ
く
な

り
、
牛
が
生
き
生
き
と
し
て
き

ま
し
た
。
牛
も
自
然
の
中
、
野

生
を
と
り
も
ど
し
て
き
た
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
な
お
、
一
つ

注
意
す
る
こ
と
は
事
前
に
必
ず

ダ
ニ
対
策
を
す
る
こ
と
で
す
。

こ
の
移
動
放
牧
実
証
展
示
は
緒

に
着
い
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
県
内
の

他
の
地
域
で
も
普
及
定
着
し
て
い

く
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

堆
肥
化
シ
ー
ト
を
使
っ
た

簡
易
持
術

「
家
畜
排
せ
つ
物
法
」
　
の
適
用
猶

予
期
間
が
平
成
十
六
年
十
一
月
に

終
了
し
完
全
施
行
さ
れ
る
に
伴
い
、

家
畜
排
せ
つ
物
の
不
適
切
な
管
理

（
悪
臭
・
害
虫
の
発
生
源
や
地
下

水
・
河
川
の
汚
染
源
と
な
る
野
積
み

や
素
掘
に
よ
る
処
理
）
を
解
消
し
、

堆
肥
化
に
よ
っ
て
環
境
と
調
和
の

取
れ
た
資
源
循
環
型
農
業
の
推
進

が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

「
家
畜
排
せ
つ
物
法
」
の
管
理
基

準
に
は
、
ふ
ん
尿
の
処
理
・
保
管

施
設
は
、
床
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や

防
水
シ
ー
ト
他
の
不
透
過
性
材
料

で
築
造
し
、
適
当
な
覆
い
及
び
側

壁
を
設
け
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

通
常
、
ふ
ん
尿
処
理
に
は
堆
肥
舎

や
堆
肥
化
施
設
と
い
っ
た
高
額
な

施
設
を
必
要
と
し
大
き
な
負
担
が

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
堆
肥
化
シ
ー

ト
は
、
こ
の
管
理
基
準
に
適
合
し
、

畜
産
農
家
が
取
組
み
や
す
い
簡
易

な
処
理
・
保
管
施
設
の
一
つ
と
し

て
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

堆
肥
化
シ
ー
ト
の
特
徴
は
、
堆

肥
原
料
の
底
部
を
遮
水
シ
ー
ト
で
、

上
部
を
通
気
性
の
被
覆
シ
ー
ト
で

覆
う
　
（
図
1
）
　
こ
と
に
よ
り
、
雨

水
の
侵
入
を
防
ぐ
と
と
も
に
ふ
ん

尿
か
ら
発
生
す
る
水
分
を
蒸
散
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、

ふ
ん
尿
か
ら
排
出
さ
れ
る
排
汁
の

地
下
浸
透
も
防
止
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

こ
の
シ
ー
ト
を
利
用
し
た
ふ
ん

尿
処
理
施
設
は
、
構
造
が
簡
単
で

あ
り
、
極
め
て
低
コ
ス
ト
で
短
期

間
に
設
置
で
き
ま
す
。

現
在
、
さ
ま
ざ
ま
な
材
質
や
厚

さ
の
堆
肥
化
シ
ー
ト
が
販
売
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
透
過
性
の
高
い
も

の
、
保
温
効
果
が
大
き
い
も
の
等

そ
れ
ら
の
シ
ー
ト
の
特
徴
は
ま
ち

ま
ち
で
、
設
置
に
当
た
り
堆
肥
化

の
目
的
や
使
用
方
法
に
応
じ
た
選

択
が
必
要
で
す
。
当
場
で
は
、
現

在
4
種
類
の
シ
ー
ト
を
使
っ
て
十

二
月
上
旬
ま
で
の
予
定
で
牛
糞
の

堆
肥
化
試
験
　
（
写
真
4
）
　
を
実
施

し
、
発
酵
温
度
や
堆
肥
水
分
の
変

化
な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
行
な
っ

て
お
り
ま
す
。
ご
来
場
の
折
に
は

ぜ
ひ
ご
見
学
く
だ
さ
い
。
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黒
毛
和
種
の

育
種
価
に
つ
い
て

香
川
県
内
で
生
産
ま
た
は
肥
育

さ
れ
た
黒
毛
和
種
の
「
枝
肉
形
質
」

の
育
種
価
に
つ
い
て
分
析
を
行
い

ま
し
た
。
育
種
価
は
親
か
ら
子
に

伝
わ
る
遺
伝
的
な
能
力
で
、
育
種

価
の
評
価
が
高
い
と
そ
れ
だ
け
大

き
な
改
良
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
分
析
で
、
年
々
、

県
内
の
黒
毛
和
種
の
改
良
が
進
む

中
、
畜
産
農
家
の
方
々
が
飼
養
す

る
繁
殖
雌
牛
の
中
に
も
、
種
雄
牛

に
劣
ら
な
い
育
種
価
を
持
つ
も
の

が
数
多
く
い
る
と
い
う
こ
と
が
判

り
ま
し
た
。

育
種
価
評
価
が
判
明
し
た
県
内

産
の
種
雄
牛
や
繁
殖
雌
牛
の
育
種

価
は
、
子
牛
登
記
書
に
枝
肉
重
量
、

ロ
ー
ス
芯
面
積
、
バ
ラ
の
厚
さ
、
皮

下
脂
肪
厚
、
歩
留
基
準
値
及
び
脂

肪
交
雑
の
順
で
A
・
B
・
C
の
表
示

が
印
字
さ
れ
て
あ
り
ま
す
。
A
は
、

県
内
で
も
、
上
位
一
／
四
以
上
の

優
れ
た
遺
伝
的
能
力
を
持
ち
、
B

は
、
平
均
以
上
の
能
力
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
子
牛
登

記
書
を
参
考
に
、
血
統
・
育
種
価
評

価
等
を
勘
案
し
、
次
の
代
に
さ
ら

に
A
の
評
価
が
増
え
る
よ
う
努
め

て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

色
落
ち
海
苔
の
給
与
は

ヨ
ー
ド
卵
を
作
れ
る
の
か
？

海
苔
は
良
質
の
蛋
白
質
・
ビ
タ
ミ

ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
・
食
物
繊
維
を
豊
富

に
含
み
、
「
海
の
大
豆
」
と
呼
ば
れ

る
ほ
ど
栄
養
価
の
高
い
食
品
で
あ

り
、
香
川
県
の
海
苔
養
殖
は
、
全
国

第
五
位
の
生
産
を
誇
る
本
県
水
産

業
の
基
幹
で
す
。

海
苔
は
冬
期
に
収
穫
さ
れ
ま
す

が
、
収
穫
後
期
に
な
る
と
、
海
水

温
の
上
昇
、
栄
養
の
不
足
等
に
よ

り
、
海
苔
の
色
が
黄
褐
色
に
退
色

し
、
俗
に
言
う
「
色
落
ち
」
と
い
う

現
象
が
起
き
て
商
品
価
値
が
下
が

る
た
め
、
水
産
関
係
者
を
悩
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
色
落

ち
海
苔
を
鶏
の
飼
料
と
し
て
、
鶏

卵
中
の
ヨ
ウ
素
含
量
を
高
め
る
事

が
で
き
な
い
か
試
験
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
色
落
ち
海
苔
の
一
般
成

分
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
残
念
な

が
ら
、
栄
養
不
足
の
た
め
か
蛋
白

質
・
脂
質
は
、
一
般
の
干
し
海
苔
ほ

ど
は
高
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、

ヨ
ウ
素
は
、
一
般
干
し
海
苔
の
二
・

三
倍
、
通
常
の
採
卵
鶏
飼
料
の
四
・

四
倍
含
ま
れ
て
い
ま
し
た
（
表
1
）
。

そ
こ
で
、

飼
料
に
二
％

及
び
四
％
添

加
し
て
、
三

十
五
週
齢
の

鶏
種
、
ボ
リ

ス
ブ
ラ
ウ
ン

に
四
週
間
給

与
し
、
産
卵

成
績
や
卵
質

特
に
卵
黄
中
の
ヨ
ウ
素
含
量
に
及

ぼ
す
影
響
を
調
査
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
添
加
区
と
対
照
区
で
は
、

産
卵
成
績
は
、
産
卵
率
、
日
産
卵
量
、

飼
料
要
求
率
と
も
に
、
有
意
な
差

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
卵
質
に

つ
い
て
は
、
卵
殻
強
度
で
、
二
％
区

が
対
照
区
よ
り
も
有
意
に
弱
か
っ

た
の
で
す
が
、
四
％
区
で
は
差
は

な
く
、
海
苔
給
与
の
影
響
は
覗
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
卵
殻
厚
、
卵
黄
色

に
も
、
有
意
差
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
　
（
表
2
）
。

一
方
、
卵
黄
中
ヨ
ウ
素
含
量
は
、

色
落
ち
海
苔
を
加
え
る
ほ
ど
高
く

な
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
ま
し
た

（図4）。
以
上
の
結
果
よ
り
、
色
落
ち
海

苔
を
四
％
飼
料
添
加
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
産
卵
成
績
、
卵
質
に
影
響

を
与
え
ず
、
通
常
の
卵
の
一
・
三
倍

の
ヨ
ウ
素
を
含
有
す
る
ヨ
ー
ド
強

化
卵
を
作
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

も
っ
と
も
、
ヨ
ー
ド
卵
の
代
表
選

手
「
ヨ
ー
ド
卵
・
光
」
は
約
八
倍
の

ヨ
ウ
素
を
含
ん
で
い
る
と
の
こ
と

で
す
の
で
、
同
等
と
は
い
き
ま
せ

ん
が
、
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
、
天
然
素
材
で
ヨ
ー
ド
強
化
卵

を
作
る
方
法
と
し
て
、
普
及
し
て

い
け
ば
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

悪
臭
対
策
に
つ
い
て

畜
産
関
連
施
設
か
ら
発
生
す
る

悪
臭
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
に

い
ろ
い
ろ
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
て

き
ま
し
た
が
、
未
だ
根
本
解
決
に

は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
よ
り
効
果
的
で
か

つ
経
済
的
な
悪
臭
対
策
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
本
年
十
一
月
か
ら

「
家
畜
排
せ
つ
物
の
管
理
の
適
正
化

及
び
利
用
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」

が
本
格
的
に
施
行
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
現
在
の
ふ
ん
尿
処
理
施
設
で

は
悪
臭
対
策
が
十
分
で
な
く
悪
臭

の
発
生
源
と
な
る
恐
れ
が
あ
る
と

い
う
畜
産
農
家
で
は
、
施
設
の
整

備
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
悪
臭
対
策
の
た
め
、

当
場
で
は
、
平
成
十
五
年
～
十
七

年
の
三
ヵ
年
で
環
境
保
健
研
究
セ

ン
タ
ー
と
共
同
し
て
ふ
ん
尿
処
理

施
設
の
縦
型
密
閉
醗
酵
装
置
（
以

下
、
オ
ー
ト
コ
ン
ポ
）
か
ら
発
生
す

る
悪
臭
防
止
試
験
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
一
般
的
に
こ
の
施
設
は
、

お
が
屑
等
の
脱
臭
施
設
が
付
設
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
畜
種
に
よ
っ
て

は
、
堆
肥
化
時
に
発
生
す
る
高
濃

度
ア
ン
モ
ニ
ア
臭
気
等
の
脱
臭
が

難
し
く
十
分
な
脱
臭
効
果
が
得
ら

れ
な
い
こ
と
が
あ
る
よ
う
で
す
。

オ
ー
ト
コ
ン
ポ
か
ら
の
排
出
臭
気

は
、
主
に
高
濃
度
の
ア
ン
モ
ニ
ア

と
硫
黄
系
物
質
の
二
成
分
の
臭
気

で
あ
る
事
か
ら
、
脱
臭
対
策
と
し

て
は
ア
ン
モ
ニ
ア
を
一
次
処
理
し
、

硫
黄
系
物
質
を
二
次
処
理
す
る
、

二
段
階
の
処
理
が
最
も
有
効
で
あ

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た

め
、
一
次
処
理
と
し
て
当
場
で
水

処
理
を
、
二
次
処
理
と
し
て
環
境

保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
で
生
物
脱
臭

方
法
を
行
い
、
二
つ
の
研
究
機
関

共
同
で
一
次
処
理
と
二
次
処
理
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
る
実
用
化
プ
ラ

ン
ト
の
試
験
を
し
て
い
ま
す
。

特
に
当
場
で
は
高
濃
度
窒
素
系

臭
気
の
ア
ン
モ
ニ
ア
ガ
ス
に
つ
い

て
ス
ク
ラ
バ
ー
（
水
洗
）
脱
臭
法
を

用
い
、
九
〇
％
以
上
の
低
減
化
を

目
標
に
試
験
を
行
っ
て
い
ま
す
。

室
内
実
験
用
に
散
水
量
・
ガ
ス
風

量
・
ガ
ス
濃
度
を
調
節
で
き
る
実
験

プ
ラ
ン
ト
を
製
作
し
、
脱
臭
槽
内

に
入
れ
る
充
填
材
の
脱
臭
機
能
等

に
つ
い
て
試
験
し
ま
し
た
。

こ
の
結
果

二
脱
臭
槽
内
に
充
填
材
を
充
填

せ
ず
に
散
水
の
み
で
稼
動
さ
せ
、

〇
・
五
L
/
m
i
n
以
上
の
散
水
で
九

〇
％
以
上
の
脱
臭
率
が
得
ら
れ
ま

し
た
。

二
、
充
填
材
の
脱
臭
試
験
で
は
、

〇
・
二
五
L
/
m
i
n
以
上
の
散
水
で
有

機
系
充
填
材
全
て
で
一
〇
〇
％
の

脱
臭
率
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

本
年
は
、
こ
の
成
績
を
受
け
、

コ
ン
ポ
ス
ト
に
脱
臭
装
置
を
接
続

し
て
、
実
際
の
脱
臭
効
果
に
つ
い

て
、
試
験
を
行
い
畜
産
農
家
か
ら

発
生
す
る
悪
臭
対
策
の
一
助
と
な

る
よ
う
努
力
し
て
い
ま
す
。
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優
秀
な
牛
を

増
や
す
た
め
に
！

お
母
さ
ん
牛
は
毎
年
一
頭
の
子

牛
し
か
産
め
な
い
の
で
、
ど
ん
な

に
優
秀
な
雌
牛
で
も
一
生
に
産
め

る
子
牛
は
せ
い
ぜ
い
十
頭
程
度
で

す
。
受
精
卵
移
植
は
、
そ
れ
以
上
に

多
く
の
子
牛
を
産
ま
せ
る
技
術
で
、

香
川
県
で
も
昭
和
五
十
八
年
か
ら

実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
受
精
卵
移
植
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
に
生
産
さ
れ
た
子
牛
は
八

九
一
頭
に
な
り
ま
す
。

受
精
卵
移
植
に
は
二
つ
の
方
法

が
あ
り
、
一
つ
は
「
体
内
受
精
卵
移

植
技
術
」
で
、
雌
牛
に
過
剰
排
卵
処

理
を
し
て
、
人
工
授
精
で
得
ら
れ

た
多
数
の
受
精
卵
を
採
取
し
、
別

の
雌
牛
に
移
植
し
ま
す
。
も
う
一

つ
は
「
体
外
受
精
卵
移
植
技
術
」
で
、

と
畜
さ
れ
た
牛
の
卵
巣
か
ら
取
り

出
し
た
未
熟
卵
子
を
培
養
器
で
成

熟
さ
せ
、
受
精
し
、
移
植
が
出
来
る

よ
う
な
胚
に
育
て
た
後
、
別
の
雌

牛
に
移
植
す
る
方
法
で
す
。
昨
年

度
、
県
内
で
は
体
内
受
精
卵
移
植

を
百
十
二
頭
、
体
外
受
精
卵
移
植

を
十
一
頭
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
当
場
に
は
受
精
卵
移
植

車
（
以
下
「
E
T
車
」
）
が
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
E
T
車
は
、
受

精
卵
を
採
取
す
る
た
め
の
器
材
や

道
具
が
一
式
積
み
込
ま
れ
、
車
内

で
受
精
卵
の
検
査
や
操
作
が
で
き

る
よ
う
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
E

T
車
を
利
用
す
る
と
、
農
家
の
庭

先
で
採
卵
で
き
る
た
め
、
採
卵
牛

の
負
担
を
減
ら
す
と
と
も
に
農
場

内
で
直
接
移
植
が
で
き
る
た
め
、

時
間
や
受
精
卵
へ
の
ダ
メ
ー
ジ
が

軽
減
で
き
る
な
ど
の
利
点
が
あ
り

ま
す
。
昨
年
度
は
、
採
卵
頭
数
二
十

二
頭
、
一
頭
当
り
の
採
卵
個
数
は

十
一
・
七
個
、
移
植
で
き
る
受
精
卵

は
百
十
一
個
で
し
た
。

ま
た
、
最
近
、
当
場
で
受
精
卵
の

段
階
で
雌
雄
判
別
が
可
能
と
な
り

ま
し
た
。
乳
牛
は
、
将
来
、
お
乳
を

た
く
さ
ん
出
す
雌
牛
を
産
む
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
E

T
車
を
活
用
し
て
、
た
く
さ
ん
お

乳
を
出
す
乳
牛
か
ら
採
卵
し
、
雌

雄
判
別
を
し
た
メ
ス
の
受
精
卵
を

移
植
す
る
と
い
う
試
み
も
始
ま
っ

て
い
ま
す
。

受
精
卵
移
植
技
術
が
始
ま
っ
て
、

二
十
有
余
年
、
今
後
と
も
技
術
開

発
、
普
及
の
中
心
と
し
て
機
能
し

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

生
モ
ミ
サ
イ
レ
ー
ジ
は

牛
の
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
飼
料

近
年
、
自
給
飼
料
と
し
て
「
飼
料

稲
」
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

「
飼
料
稲
」
の
新
し
い
利
用
方
法
と

し
て
、
子
実
（
生
モ
ミ
）
の
み
を
サ

イ
レ
ー
ジ
に
調
製
し
、
濃
厚
飼
料

と
し
て
利
用
す
る
生
モ
ミ
サ
イ
レ

ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
完
熟
期
の
生
モ
ミ
を

コ
ン
バ
イ
ン
で
収
穫
直
後
に
密
封

す
れ
ば
よ
い
の
で
、
ホ
ー
ル
ク
ロ

ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
の
よ
う
に
専
用

の
作
業
機
械
を
必
要
と
し
ま
せ
ん
。

サ
イ
レ
ー
ジ
調
整
は
、
生
モ
ミ

を
内
袋
付
フ
レ
コ
ン
バ
ッ
ク
（
約

五
〇
〇
L
）
に
投
入
し
、
掃
除
機
で

脱
気
後
密
封
す
る
か
、
ド
ラ
ム
缶

型
容
器
（
密
閉
で
き
る
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
製
容
器
で
二
五
～
二
二
〇
L

が
市
販
さ
れ
て
い
る
）
に
投
入
す

れ
ば
簡
単
に
作
れ
ま
す
。

生
モ
ミ
サ
イ
レ
ー
ジ
は
、
モ
ミ
殻

が
あ
り
、
そ
の
ま
ま
牛
に
給
与
す
る

と
消
化
が
悪
い
た
め
、
粉
砕
処
理
し

て
か
ら
給
与
し
ま
す
。
粉
砕
処
理
後

の
T
D
N
含
量
は
九
十
二
％
、
租
蛋

白
質
（
C
P
）
含
量
は
八
・
五
％
で

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
大
麦
と
同
程
度
の

栄
養
価
値
が
あ
り
ま
す
。

当
場
で
は
、
配
合
飼
料
の
二

〇
％
を
生
モ
ミ
サ
イ
レ
ー
ジ
に
代

替
し
た
乳
牛
へ
の
給
与
試
験
を
行

い
ま
し
た
が
、
乾
物
摂
取
量
、
乳
量
、

乳
成
分
に
は
、
ほ
と
ん
ど
差
が
な

く
、
乳
牛
の
健
康
へ
の
悪
影
響
も

な
く
、
濃
厚
飼
料
と
し
て
十
分
利

用
可
能
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

生
ハ
ム
の
科
学

今
、
当
場
で
は
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー
食

品
研
究
所
と
環
境
保
健
研
究
セ
ン
タ
ー
と

の
共
同
試
験
に
お
い
て
、
「
讃
岐
黒
豚
」
を

用
い
た
生
ハ
ム
製
造
技
術
の
開
発
試
験
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
生
ハ
ム
は
骨
付
モ
モ
肉
を
丸
ご
と

用
い
た
も
の
で
、
イ
タ
リ
ア
や
ス
ペ
イ
ン

で
伝
統
的
に
作
ら
れ
て
い
る
長
期
間
乾
燥

熟
成
し
た
本
格
的
な
も
の
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
、
地
中
海
式
気
候
に
似
た
本

県
の
瀬
戸
内
海
気
候
の
効
果
で
、
い
ず
れ

は
食
通
を
唸
ら
せ
る
県
産
品
と
し
て
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
私
達
は
こ
の
生
ハ
ム
に
お
い
て

達
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
が
「
生
ハ

ム
の
科
学
的
解
明
」
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
生

ハ
ム
は
チ
ー
ズ
と
同
様
に
熟
成
中
に
ア
ミ

ノ
酸
な
ど
の
成
分
が
飛
躍
的
に
増
加
す
る

た
め
、
そ
の
過
程
を
的
確
に
絞
り
込
む
こ

と
が
難
し
い
の
で
す
。

そ
こ
で
、
豚
品
種
・
塩
準
温
湿
度
・
乾
燥

熟
成
期
間
に
よ
る
、
生
ハ
ム
の
品
質
差
を

試
験
し
て
い
ま
す
。

で
は
、
解
明
し
つ
つ
あ
る
生
ハ
ム
の
正

体
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

①
品
種

「
讃
岐
黒
豚
」
こ
と
「
バ
ー
ク
シ
ャ
ー
種
」

は
中
型
種
で
あ
り
、
モ
モ
は
一
般
の
豚
よ

り
も
大
き
く
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
骨
が

細
い
た
め
に
生
ハ
ム
と
し
て
の
歩
留
り
が

高
く
、
塩
漬
で
の
肉
汁
の
損
失
が
少
な
い

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
「
讃
岐
黒

豚
」
の
脂
肪
は
オ
レ
イ
ン
酸
な
ど
の
健
廉

に
良
い
と
さ
れ
る
多
価
不
飽
和
脂
肪
酸
割

合
が
高
く
、
熟
成
に
よ
っ
て
更
に
高
い
割

合
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

②
塩
漬

塩
漬
方
法
・
期
間
は
仕
上
が
り
を
左
右
す

る
最
も
重
要
な
要
素
で
す
。
塩
は
保
存
効

果
だ
け
で
な
く
肉
の
発
色
・
保
水
性
・
結
着

性
を
向
上
さ
せ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
塩
漬
期

間
を
長
く
す
る
と
、
バ
ラ
色
の
ハ
ム
の
色

も
褐
色
へ
変
色
し
や
す
く
な
り
、
ア
ミ
ノ

酸
も
増
え
ず
硬
く
風
味
の
乏
し
い
も
の
に

な
り
ま
す
。
こ
の
原
因
は
過
剰
な
塩
分
が

熟
成
を
抑
制
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

③
温
度
・
湿
度

一
日
に
温
度
差
が
あ
れ
ば
乾
燥
を
促
進

さ
せ
、
温
度
差
が
少
な
け
れ
ば
保
水
効
果

を
高
め
ま
す
。
湿
度
は
高
け
れ
ば
カ
ビ
が

発
生
す
る
原
因
に
も
な
り
ま
す
。
さ
ら
に

季
節
に
よ
る
温
度
差
も
熟
成
に
影
響
し
て

い
る
よ
う
で
す
。

④
乾
燥
熟
成
期
間

乾
燥
熟
成
期
間
が
短
け
れ
ば
、
グ
ル
タ

ミ
ン
酸
な
ど
の
味
に
強
い
影
響
を
与
え
る

ア
ミ
ノ
酸
は
増
加
し
ま
せ
ん
。
逆
に
長
け

れ
ば
ア
ミ
ノ
酸
は
増
加
し
ま
す
が
、
水
分

の
低
下
と
と
も
に
安
定
し
、
さ
ら
に
長
引

く
と
乾
燥
肉
（
ジ
ャ
ー
キ
ー
状
）
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
生
ハ
ム
は
素
材
、
塩
漬
、

温
湿
度
そ
し
て
乾
燥
熟
成
と
い
う
条
件
が

肉
質
に
影
響
す
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
後
は
乳
酸
菌
等
の
微
生
物
が

与
え
る
影
響
を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
各

研
究
機
関
の
得
意
分
野
を
生
か
し
た
試
験

を
展
開
し
て
行
き
ま
す
。

「
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
」
の

有
効
利
用

当
場
で
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら

「
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
」
の
利
用
技
術
を
研

究
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
の
試
験

成
果
か
ら
、
「
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
」
は
、
強

い
ア
ル
カ
リ
性
を
示
す
と
と
も
に
、
リ

ン
酸
や
加
里
等
の
肥
料
成
分
を
豊
富
に

含
む
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

一
方
、
県
内
で
は
キ
ノ
コ
の
菌
床
栽

培
の
急
成
長
に
伴
い
、
廃
棄
キ
ノ
コ
菌

床
が
増
加
し
て
そ
の
処
理
に
苦
慮
し
て

い
ま
す
。
「
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
」
を
含
め
こ

れ
ら
の
地
域
内
で
産
出
さ
れ
る
未
利
用

資
源
を
有
効
に
組
み
合
わ
せ
再
度
活
用

す
る
こ
と
が
、
こ
の
試
験
の
目
標
で
あ

り
、
今
後
の
循
環
型
農
業
の
確
立
に
不

可
欠
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
。

通
常
、
キ
ノ
コ
の
菌
床
は
乳
酸
発
酵

を
し
て
お
り
、
p
H
四
～
五
程
度
の
酸

性
を
示
す
た
め
、
そ
の
ま
ま
堆
肥
化
す

る
と
数
々
の
問
題
が
生
じ
ま
す
。
そ
れ

は
、
酸
性
が
強
い
と
、
反
応
を
進
め
て

い
る
細
菌
の
活
動
を
阻
害
す
る
の
で
堆

肥
化
に
時
間
が
か
か
る
こ
と
と
、
低
級

脂
肪
酸
の
生
成
で
一
層
p
H
が
低
下

し
、
施
用
し
た
農
地
へ
の
土
壌
改
良
効

果
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
こ
で
、
鶏
ふ
ん
焼
却
灰
を
二
・

五
％
キ
ノ
コ
菌
床
に
添
加
し
、
p
H
を

調
整
し
て
か
ら
堆
肥
化
試
験
を
行
っ
た

と
こ
ろ
、
対
照
区
と
比
べ
、
約
二
週
間

程
度
早
く
堆
肥
が
出
来
上
が
り
ま
し

た
。
ま
た
、
堆
肥
化
終
了
時
に
は
、
表

に
示
す
と
お
り
、
酸

性
土
壌
に
有
効
な
性

状
の
堆
肥
が
生
産
で

き
ま
し
た
。
し
た
が

っ
て
、
「
鶏
ふ
ん
焼

却
灰
」
は
、
中
和
剤

と
し
て
も
有
効
利
用

が
で
き
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。
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ラ
オ
ス
の

畜
産
情
勢
に
つ
い
て

一
ラ
オ
ス
の
概
況

ラ
オ
ス
は
東
南
ア
ジ
ア
北
部
の
、

タ
イ
と
ベ
ト
ナ
ム
に
挟
ま
れ
た
内
陸

国
で
、
面
積
は
日
本
の
本
州
と
ほ
ぼ

同
じ
約
二
四
万
平
方
k
m
で
す
が
、
人

口
は
少
な
く
約
五
四
〇
万
人
で
す
。

G
D
P
の
約
五
二
％
が
農
業
生
産

に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
内
「
米
」

が
二
十
％
、
「
畜
産
」
が
十
八
％
と
両

作
目
が
ラ
オ
ス
産
業
の
中
心
で
す
。

家
畜
の
飼
養
頭
羽
数
　
（
二
〇
〇

〇
年
）
は
牛
が
九
四
万
頭
、
水
牛
が

約
九
三
万
頭
、
豚
が
一
五
〇
万
頭
、

山
羊
が
九
万
頭
、
家
禽
類
（
鶏
、
ア

ヒ
ル
）
は
千
六
百
万
羽
で
す
。

二
　
ラ
オ
ス
の
牛

牛
の
品
種
は
殆
ど
が
在
来
種
で

体
色
は
黄
褐
色
が
中
心
、
体
重
は

雌
で
二
百
k
g
程
度
、
雄
で
も
三
百

k
g
程
度
と
か
な
り
小
柄
で
す
。

平
均
的
な
飼
養
頭
数
は
成
牛
雌

四
頭
、
子
牛
（
一
歳
半
ま
で
）
五
頭

の
合
計
九
頭
で
す
。
ま
た
農
家
で
は

雄
牛
は
特
に
飼
っ
て
お
ら
ず
、
放
牧

中
に
ど
こ
か
の
雄
牛
に
よ
っ
て
自

然
に
受
胎
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

牛
舎
（
屋
根
有
り
、
壁
無
し
）
は

あ
り
ま
す
が
、
昼
間
の
牛
舎
は
空

で
朝
、
草
を
食
べ
に
周
辺
の
農
地

へ
出
か
け
て
行
き
、
夕
方
牛
舎
に

帰
っ
て
く
る
そ
う
で
す
。

三
　
牛
、
畜
産
物
の
価
格

牛
の
売
買
は
庭
先
で
の
相
対
取

引
で
、
平
均
販
売
価
格
は
雌
の
成

牛
が
一
頭
百
三
十
ド
ル
（
良
い
牛

は
二
百
ド
ル
前
後
）
、
子
牛
は
一
歳

半
程
度
で
販
売
し
、
雌
が
一
頭
百

十
ド
ル
、
雄
が
一
頭
百
三
十
ド
ル

程
度
で
す
。

畜
産
物
の
価
格
は
牛
肉
一
k
g
が

二
百
五
十
円
、
豚
肉
一
k
g
は
二
百

円
、
生
き
た
鶏
一
羽
三
百
円
で
、
牛

肉
、
豚
肉
は
ブ
ツ
切
り
で
販
売
さ

れ
て
い
た
が
、
部
位
に
よ
る
価
格

差
は
な
い
そ
う
で
す
。

四
　
牛
の
改
良
に
つ
い
て

ラ
オ
ス
で
牛
を
飼
う
目
的
は
牛

肉
生
産
、
財
産
目
的
が
主
な
の
で
、

体
重
の
増
加
と
、
初
産
分
娩
月
齢

の
早
期
化
が
重
要
課
題
で
す
。

今
後
の
改
良
方
向
と
し
て
は
、
家

畜
研
究
セ
ン
タ
ー
で
飼
養
し
て
い

る
外
国
種
（
レ
ッ
ド
　
シ
ン
デ
ィ
ー
）

を
在
来
種
に
交
配
し
て
ゆ
く
方
法

で
改
良
を
進
め
る
そ
う
で
す
。

五
　
研
修
生

当
場
で
は
平
成
十
三
年
か
ら
ラ

オ
ス
の
畜
産
技
術
専
門
家
を
受
け

入
れ
て
お
り
、
今
年
ま
で
に
五
名

の
方
が
家
畜
人
工
授
精
技
術
を
中

心
に
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

帰
国
後
は
そ
れ
ぞ
れ
が
研
究
の

中
心
と
な
り
、
ラ
オ
ス
の
畜
産
発

展
に
活
躍
さ
れ
て
い
ま
す
。

合
鴨
農
法
で

飼
料
イ
ネ
栽
培

飼
料
イ
ネ
と
は
、
家
畜
飼
料
用
に
開
発
さ

れ
た
イ
ネ
で
、
収
量
が
多
く
、
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
等
の
飼
料
作
物
が
栽
培
で
き
な
い
排
水
不

良
田
で
も
栽
培
可
能
で
あ
り
、
こ
こ
数
年
、

全
国
的
に
栽
培
面
積
が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

県
内
に
も
徐
々
に
浸
透
し
、
栽
培
面
積
が
増

え
て
い
ま
す
。
近
年
の
食
料
の
安
全
・
安
心
が

叫
ば
れ
る
中
、
安
定
し
た
粗
飼
料
の
供
給
と
、

米
の
計
画
生
産
、
水
田
の
有
効
利
用
と
合
わ

さ
っ
て
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

当
場
に
お
い
て
も
本
県
の
気
候
や
圃
場
条

件
に
適
応
し
、
多
収
で
高
品
質
な
ホ
ー
ル
ク

ロ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
を
作
成
す
べ
く
飼
料
イ

ネ
の
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
本
年

は
合
鴨
農
法
を
取
り
入
れ
た
無
農
薬
・
減
化

学
肥
料
栽
培
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

合
鴨
農
法
と
は
、
合
鴨
の
水
田
雑
草
等
を

柔
ら
か
い
草
を
喜
ん
で
食
べ
る
習
性
を
利
用

し
て
水
稲
を
栽
培
す
る
農
法
で
、
合
鴨
が
雑

草
や
害
虫
を
食
べ
、
中
耕
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
化
学
肥
料
や
農
薬
を
使
わ
ず
、
米
を
生

産
す
る
方
法
で
す
。

約
四
〇
 
a
の
水
田
で
飼
料
イ
ネ
を
栽
培

し
、
こ
の
う
ち
約
二
〇
a
の
水
田
で
合
鴨
農

法
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
七
月
上
旬
に
電
牧

柵
を
設
置
し
、
お
よ
そ
二
ヶ
月
間
合
鴨
を
四

〇
羽
放
飼
し
ま
し
た
。
こ
の
間
三
度
の
台
風

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
稲
及
び
合
鴨
と
も
大

き
な
被
害
は
な
く
順
調
に
生
育
し
ま
し
た
。

合
鴨
を
入
れ
た
方
が
稲
の
稲
の
生
育
は
よ

く
、
雑
草
の
繁
茂
も
抑
え
ら
れ
ま
し
た
。
こ

の
飼
料
イ
ネ
は
九
月
末
に
コ
ン
バ
イ
ン
で
収

穫
し
、
子
実
は
ポ
リ
容
器
を
開
い
て
生
モ
ミ

サ
イ
レ
ー
ジ
に
、
稲
わ
ら
は
、
乾
燥
し
て
粗

飼
料
と
し
て
利
用
し
ま
し
た
。

合
鴨
農
法

で
十
分
飼
料

イ
ネ
を
生
産

す
る
こ
と
が

可
能
な
の

で
、
今
後
は

よ
り
一
層
の

高
品
質
・
多

収
柊
を
目
指

し
て
い
き
ま

す
。

牛
の
慢
性
硝
酸
塩

中
毒
に
つ
い
て

粗
飼
料
に
起
因
す
る
牛
の
病
気
の
一

つ
に
慢
性
硝
酸
塩
中
毒
が
あ
り
ま
す
。

植
物
は
、
土
壌
か
ら
窒
素
（
硝
酸
塩
）

を
吸
収
し
て
ア
ン
モ
ニ
ア
を
作
り
、
さ

ら
に
、
成
長
す
る
上
で
必
要
な
蛋
白
質

を
合
成
し
ま
す
が
、
家
畜
の
生
の
ふ
ん

尿
や
窒
素
肥
料
を
過
剰
に
施
用
す
る

と
、
そ
の
多
く
が
硝
酸
塩
と
し
て
植
物

体
内
に
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

慢
性
硝
酸
塩
中
毒
と
は
、
こ
の
硝
酸

塩
が
比
較
的
多
く
含
ま
れ
た
飼
料
を
長

期
間
摂
取
し
た
た
め
に
起
こ
る
中
毒

で
、
症
状
と
し
て
は
、
流
産
や
胎
児
の

異
常
、
乳
量
や
成
長
へ
の
影
響
な
ど
が

報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

硝
酸
塩
含
量
の
高
い
粗
飼
料
を
給
与

す
る
場
合
の
注
意
点
と
し
て
は
、

①
刈
り
取
り
後
に
、
乾
燥
や
サ
イ
レ
ー

ジ
化
し
て
硝
酸
塩
の
濃
度
を
低
減
さ

せ
る
。

②
一
度
の
大
量
給
与
や
自
由
採
食
を
避

け
、
徐
々
に
給
与
す
る
。

③
硝
酸
塩
含
量
の
低
い
粗
飼
料
と
混
ぜ

て
給
与
す
る
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
が
、
硝
酸
塩

中
毒
の
対
策
と
し
て
、
最
も
重
要
な
こ

と
は
、
飼
料
中
の
硝
酸
塩
濃
度
を
把
握

し
て
お
く
こ
と
で
す
。

現
在
、
当
場
で
は
、
飼
料
分
析
事
業

に
お
い
て
、
自
給
飼
料
の
栄
養
性
や
硝

酸
態
窒
素
等
の
安
全
性
に
つ
い
て
、
検

査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
自
給
飼
料
中

の
硝
酸
塩
濃
度
が
気
に
な
る
方
は
、
お

近
く
の
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
が
窓

口
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
一
度
、
検

査
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

畜
産
試
験
場
の
諸
活
動


